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●今号の主な内容
2面 … 第五小学校大規模改修／アール・

ブリュット立川～高松からの風～
／若葉台小学校の校歌決定／中
学校道徳の教科書採択

3面 … 姉妹都市中学生サミット／中学生
職場体験協力事業所募集中

4面 … 立川市図書館40周年を迎えて未
来へ／立川市の歴史と文化財

　子どもから参加できる講座や、映画会、展示会等を

実施しています。また、市民主導の人権学習事業実行

委員会による映画会、東京都人権啓発センターとの共

催展示も行っています。今年度は新たに、中学生を広

島に派遣する「平和学習派遣事業」を実施しました。

　高齢者の自主的な学習活動を促進する

ため、立川市内在住の60歳以上の方の

「生きがいづくり」「仲間づくり」「健康

づくり」の場として、市内９会場で寿教

室を実施しています。健康体操・コーラ

スなどの通常活動のほか、隔年ごとにバ

スハイク・芸能フェスティバルを行うな

ど、多彩な活動を同教室の皆さんと楽し

く行っています。　中学生が広島に赴いて平和の大切さについて自分

の肌で感じ、考え、伝えることを目的に実施しまし

た。参加者は、広島平和記念資料館等の展示や現地被

爆者のお話に感銘を受け、平和への思いをさらに深

めていました。参加した中学生は、平成31年２月16

日㈯たましん

RISURUホー

ルで開催する

教育フォーラ

ムで学習内容

を発表します。

　地域学習館では、「市民の共学・協働に育まれたまちづくり」

の実現に向け、「たちかわ市民交流大学」を核とした生涯学習事

業を行い、さまざまな学びを通じて地域の交流の輪が広がる機会

をたくさん作っています。ぜひご利用ください。

●市民、団体、行政それぞれの担い手による各種「講座」

●サークルの活動の成果を発表する「学習館まつり」

●乳幼児から大人まで楽しめる観劇会・映画会などの「催し物」

●60歳以上の仲間づくり「寿教室」

●地域と共に各地域学習館の運営を考える「地域学習館運営協議会」

平和・人権学習事業 寿教室

平和学習派遣事業

夏空の広島、平和への想いを胸に献花

　平成29年度から地域学習館や歴史民

俗資料館で大人向けの「立川市民科」講

座を開催しています。これまでは立川の

歴史や遺跡、飛行場、70周年を迎える

学習館、ブルーベリー農業、西砂の防

災、自然の観察などを話題に地域のさま

ざまな顔を学びました。今後は、地域の

課題解決に向けてヒントが見つかるよう

な講座も企画していきます。

地域学習館等での
「立川市民科」事業

ブルーベリー農園で地域の魅力を再発見 寿教室の合同芸能フェスティバルの様子

地域学習館
学びと交流による まちづくり

地域学習館一覧
●柴崎学習館＝柴崎町2-15-8☎（524）2773 ●砂川学習館＝砂川町1-52-7☎（535）5959
●西砂学習館＝西砂町6-12-10 ☎（531）0431 ●高松学習館＝高松町3-22-5☎（527）0014
●錦学習館＝錦町3-12-25 ☎（527）6743 ●幸学習館＝幸町2-1-3☎（534）3076
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　大規模改修工事は、老朽化が進んだ校舎等の長寿命化を
図るためのものです。主な改修箇所は、外壁、建具、内装、
トイレです。昇降口などのスロープやエレベーターを設置
しバリアフリー化を図りました。また、一部の床スラブ
（鉄筋コンクリートの床材）が校舎建設時の設計図書に記載
された厚さに対して不足していたため、補強工事を行いま
した。

　アール・ブリュットとは、「生の芸術」と
訳されるフランス語で、正規の美術教育
を受けていない人々が、伝統や社会の潮
流に流されることなく独自の方法により
制作した作品を指します。アール・ブリ
ュット立川実行委員会との共催で地域
の作業所の方たちの作品も含め45点
の作品を９月５日～17日まで展示し
ました。来場者からは「身近なところ
で、こんなにすごい作品が鑑賞できて
うれしいです」「精巧な粘土細工に驚
きました！」といった声が寄せられま
した。高松図書館では関連図書のミニ
展示も実施しました。

■ワークショップ「自分だけのノート
を作ろう」　自分だけのノート作りの
ワークショップを行いました。多くの
方が来場し、材料を買い足しての実施。
すてきなノートができました。

■ママのための避難所体験　防災課職
員や東京都環境学習リーダー・山岸修
子さんを講師に迎え、長期保存のお水
の試飲やアルファ化米を作って試食な
どを行い、簡易トイレ等の防災グッズ
についても学びました。
　参加者からは「防災の用意がなかな
かできていなかったので、参考にした
いと思いました。ソーラーライト、ロ
ープの話など、役に立ちました」とい
った声が寄せられました。

■公演「知的・発達障がいのいろいろ
な個性の輝き～オンリーワンの個性を
伸ばそう」　立川市手をつなぐ親の会、
キャラバン隊「ひこうき雲」の皆さん
を講師に迎え、手袋を重ねて着用して
折り紙を折ったり、特殊なゴーグルを
つけるなど知的・発達障がいの方の大
変さを擬似体験しました。また、 「素
敵な個性」をテーマに子育ての経験談
をたくさんお聞きしました。
■職場での、発達障害との上手な向き
合い方　精神保健福祉士・上田知之さ
んを講師に迎え、具体的な指示を出す、
相手の個性を理解し特性を生かした作
業をしてもらう等の配慮で、円滑な職
場環境を築けるようになることを学び
ました。

　第五小学校の校舎等の大規模改修工事が平成30年８月
に完了し、子どもたちは２学期からきれいになった校舎等
で学校生活を送っています。
問教育総務課・内線2474

校舎等をリニューアルしました 問高松学習館☎（527）0014

　市教育委員会は、８月30日に開催した第16回教育委
員会定例会で、平成31年度に市立中学校で使用する「特
別の教科　道徳」の教科書を以下のとおり採択しました。
この教科書は原則として平成32年度まで継続使用しま
す。
　採択に当たっては、校長先生・PTAの方・市民の方を
委員とする選定検討委員会や教員を部会員とする調査研
究部会を設置し、公平・公正な採択に努めました。

問指導課・内線2488

平成31年度に市立中学校で使用
する「特別の教科 道徳」の教科
書を採択しました

科目 特別の教科　道徳

発行者 東京書籍株式会社

教科用図書の書名 新しい道徳　１～３

改修した普通教室

木のぬくもりがある昇降口

第五小学校大規模改修
～高松からの風～

展示期間中に実施した事業　普通教室や特別教室等は、天井や内装を改修したほか、
ＬＥＤ照明を新設しました。既存床は研磨や塗装をするな
どしてきれいにしました。

　現在、校庭の整地工事等を行っており、校舎等の大規模
改修工事は平成31年２月末に完了する予定です。
　なお、体育館の大規模改修工事は平成31年度に実施を
予定しています。
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　教育委員の５月～８月までの活動は下表の
通りです。またその他に道徳授業地区公開講
座、各種研修会、運動会等へ参加しています。

5月 11 日
平成30年度立川市立小学校PTA連合
会定期総会

5月 12 日
平成30年度立川市立中学校PTA連合
会定期総会

5月 14 日 第9回教育委員会定例会

5月 22 日
東京都市町村教育委員会連合会定期
総会

5月 31 日 第10回教育委員会定例会

6月 14 日

学校訪問（七中）

第11回教育委員会定例会

第１回総合教育会議

6月 19 日 学校訪問（六小）

6月 28 日

学校訪問（若葉台小）

第12回教育委員会定例会

平成30年度立川市立小学校PTA連合
会と教育委員会との懇談会

7月 10 日 学校訪問（九小）

7月 12 日 第13回教育委員会定例会

7月 27 日 第14回教育委員会定例会

8月  9 日 第15回教育委員会定例会

8月 30 日 第16回教育委員会定例会

教育委員の活動を紹介します

活動実績（５月～８月）
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立川市・大町市姉妹都市  中学生サミット
姉妹都市中学生交流事業

　７月14日～15日に、立川市の姉妹都市である長野県大町市の中学

生18人を招待し、「平成30年度第４回立川市・大町市姉妹都市中学生

サミット」が開催され、市立中学校の全９校から計18人の代表生徒

が参加しました。

　このサミットは、平成27年度に開催した第１回サミットで生徒た

ちが作り上げた「共同宣言」に基づき、両市の交流を深め、その交流

の成果を各中学校から地域・市民へ発信していくこと、都市と農村の

共存について考えること等を目的として実施しています。

　今年は、「東京2020オリンピック・パラリンピック大会に向けて、

立川のよさを英語でＰＲしよう」をテーマに班別での立川市内の見学、

英語のプレゼン資料作り、ＡＬＴ（外国語指導助手）との発表練習、成

果発表会等を行いました。参加した生徒は、交流を通して、多角的視

野をもち、郷土やまちのよさを再発見するとともに、郷土やまちを愛

する心を深めることができました。 問指導課・内線2134

　市立中学校では、全校で5日間の職場体

験を実施しています。これまでにも多数の

事業所にご協力をいただき事業を進めてき

ましたが、生徒を受け入れてくださる事業

所が不足しています。中学生の職場体験は

キャリア教育として大変意義のある事業と

捉え、教育委員会は受入事業所の拡大に努

めてきました。

　中学生の職場体験に「協力できる」、「興

味がある」という事業所がございましたら

指導課へご連絡ください。事業概要等につ

いてご説明させていただきます。

●仕事を体験することにより、望ましい勤労観や職業観を育む。

●学校とは違う社会で学ぶことにより、社会性やマナーを身に付ける。

●職場の方々やお客様、利用者等、多くの方々との関わりを通してコミュ

ニケーション力を高める。

●中学校２年生が職業体験を５日間実施する。

●各校３～４人程度の生徒が、午前９時～午後３時を目安として体験する。

※日数、人数、時間等、ご都合に合わせられる場合がございます。お気軽

にお問い合わせください。
問指導課・内線2134問教育総務課・内線2465

中学生の職場体験協力事業所募集中 !

職場体験の目的と概要

目的

概要

大
町
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

お
お
ま
ぴ
ょ
ん

立
川
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

く
る
り
ん　
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　立川市図書館は今年で40周年を迎えました。昭和53

年7月に図書館条例が制定され、地区図書館を開館し、

平成７年に中央図書館が開館しました。40年間の皆さ

まのご利用に感謝するとともに、これからも新たな企画

も取り入れて市民の皆さまと共に歩んでまいりますの

で、ぜひお近くの図書館にお立ち寄りください。

問中央図書館☎（528）6800

　数多くの本が出版される中、さまざまな情報

から本を選ぶ楽しさは格別です。図書館では市

内の関連機関などと連携して時節に合った展示

を行い、所蔵する本を紹介しています。利用者

の皆さまと本の出会いの場づくりを通して、新

たな交流の起点ともなる役割も果たしていきま

す。

　０歳から参加できるおはなし会をはじめ、市

内小・中学校への本の貸し出し、お薦めの本を

紹介するポップバトル、ビブリオバトルなど、

常に身近なところに本があり、交流できる場所

として図書館は活動しています。これからも本

好きな子どもが育つ図書館をめざしてさまざま

な催しを企画していきます。

　就職、子育て、健康など、さまざまなライフ

ステージについて、考えるヒントになるような

コーナーづくりや調べもののお手伝を行ってい

ます。「図書館に行けばくらしに役立つ情報が

ある」と多くの方に思っていただけるよう、さ

まざまな工夫をしていきます。
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茂
吉
は
こ
の
飛
行
体
験
を
も
と
に
、
当
日
の
即
詠

と
、
後
日
詠
ん
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と
い
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飛
行
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作
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空
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。
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。
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、「
わ
れ
よ
り
、
幾
代
か
後
の
子
孫
ど
も
今
日
の

我
が
得
意
を
け
だ
し
笑
は
む
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

歌
も
詠
ん
で
い
ま
す
。
東
京
か
ら
大
阪
ま
で
の
飛
行

機
の
搭
乗
運
賃
が
30
円（
大
卒
初
任
給
の
半
分
程
度
）

と
い
う
高
額
で
、
飛
行
機
に
乗
る
こ
と
自
体
が
も
の

珍
し
い
事
件
だ
っ
た
時
代
に
あ
っ
て
、
自
身
の
飛
行

体
験
を
子
々
孫
々
へ
向
け
て
得
意
げ
に
表
現
し
て
い

ま
す
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
12
月
２
日（
日
）ま
で
、
立

川
の
街
の
変
化
に
密
接
に
関
わ
っ
て
き
た
立
川
飛
行

場
の
歴
史
を
振
り
返
る
企
画
展
「〝
空
の
都
〞た
ち
か

わ
―
立
川
飛
行
場
の
歩
み
―
」
を
開
催
中
で
す
。
多

く
の
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
歴
史
民
俗
資
料
館（
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
文

化
財
係
）☎（
5
2
5
）0
8
6
0

　

立
川
市
は
首
都
圏
の
「
業
務
核
都
市
」
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
、
国
や
東
京
都
の
各
機
関
が
多
く
集
ま

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
機
関
が
集
中
す
る
市
域
の

中
央
部
分
、
広
域
防
災
基
地
や
国
営
昭
和
記
念
公
園

が
あ
る
場
所
が
、
か
つ
て
立
川
飛
行
場
で
あ
っ
た
こ

と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　

第
一
次
世
界
大
戦（
１
９
１
４〔
大
正
３
〕年
〜
１

９
１
８〔
大
正
７
〕年
）を
き
っ
か
け
と
し
て
、
飛
行

機
の
実
用
性
が
着
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
日
本

で
も
東
京
の
近
郊
に
飛
行
場
を
造
ろ
う
と
す
る
動
き

が
出
て
き
ま
し
た
。
立
川
は
、
鉄
道（
中
央
線
）が
通

っ
て
お
り
、
物
資
輸
送
や
東
京
市
内
か
ら
の
交
通
の

便
が
い
い
こ
と
、
ま
た
人
家
も
少
な
く
、
平
地
が
広

が
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
飛
行
場
建
設
地
に
選

定
さ
れ
、
１
９
２
２（
大
正
11
）年
に
立
川
飛
行
場
が

完
成
し
ま
し
た
。
完
成
当
初
は
陸
軍
飛
行
第
五
大
隊

の
拠
点
と
し
て
軍
事
色
の
強
い
飛
行
場
で
し
た
が
、

翌
年
の
１
９
２
３（
大
正
12
）年
に
関
東
大
震
災
が
起

こ
る
と
、
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
民
間
航
空
機
能

も
立
川
に
移
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
民
間
使
用
が
始
ま

る
と
、
旅
客
、
貨
物
、
郵
便
な
ど
の
定
期
運
航
の
ほ

か
、
遊
覧
飛
行
で
の
利
用
者
も
増
え
、
外
国
の
有
名

飛
行
家
や
俳
優
な
ど
の
著
名
人
、
一
般
の
旅
行
者
も

訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
以
降
、
１
９
３
３

（
昭
和
８
）年
に
羽
田
飛
行
場
へ
民
間
航
空
機
能
が
完

全
に
移
さ
れ
る
ま
で
、
立
川
は〝
空
の
都
〞、
空
の
玄

関
口
と
し
て
大
い
に
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
。

立
川
飛
行
場
か
ら
の
遊
覧
飛
行

37

本との出会いの場
としての図書館

本好きな子どもが育つ
図書館をめざして くらしに役立つ図書館

民間航空機関が集まる飛行場の西地区

40

45

50

55

60

65

100

130

160

190
貸出総数計 利用者数

19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29年度平成 平成

（万人）（万冊）

年度

立川市図書館  40周年を迎えて未来へ


